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はじめに

冷
戦
後、
アジ
ア
太
平洋地
域に
お
ける
地
域
統合や
多国
間主

義が
唱
え
ら
れ
る
よ
うに
なっ
て
久
しい。
こ
れ
に
関し
て
言え

ば、
近
年東アジ
アに
お
ける
地
域協
力の
主
要な
多国
間の
国
際

的
枠組みと
して
東南アジ
ア地
域連
合(A
SEA
N)
一
0か

国に、
日
本・
中
国・
韓
国三
か
国を
加え
た
ア
セ
アン・
プ
ラ

ス・
ス
リ
l
(A
SE
A
N+
3)
が
発
展を
遂
げて
お
り、
さ
ら

に
そ
れに
派生
する
か
た
ちで、
「
東アジ
ア
共同
体」
構
想が
生

ま
れつ
つ
ある。
二
OO五
年一
二
月に
はマ
レ
ーシ
アの
首
都ク

アラ
ルン
プlル
で、
将来の
「
東アジ
ア
共同
体」
構築に
向け

松本
はる
香

•••••
 

た
対
話の
場と
な
り
得る
第一
回「
東アジ
ア・
サミッ
ト」
が
開

催さ
れた。
「
東アジ
ア
共
同
体」
構
想の
行
方は
未だ
模
索
段
階

に
あるもの
の
同サミッ
トの
実現に
よっ
て、
よ
り
鮮明な
将来

像が
浮か
び
上が
りつつ
ある。

こ
の
よ
うなアジ
ア
太
平洋地
域の
多国
間協調に
対して、
中

国は
近
年頓に
積
極的に
参
画する
姿
勢を
見せ
て
お
り、
こ
れは

国際社会や
周辺
諸国か
ら
高い
評価を
以て
受け
入れられつつ

ある。
た
だ
し
当初
中国は
地
域の
多国
間協調に
必ずしも
積
極

的な
姿
勢を
示してい
た
わ
けで
は
なかっ
た。
しか
し
特に一
九

九0
年代頃よ
り
中国はその
外交姿
勢を
次
第に
転じて、
A
S

EAN
地
域フォ
ーラム(ARF
二広何〉z
mmmFOロ弘司OEB)
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や
上
海
協
力
機構(
S
C
O一
EEmy巳
円。吾OB
号一円。沼田
号

自民Oロ)
を
始め
と
す
る
地
域に
お
け
る
協
調
的
安全
保
障の
対
話

枠組みに
積
極的に
参
画する
外交姿
勢を
見せ
る
よ
うに
なっ
て

きてい
る。

元来冷
戦
終結
後のア
ジ
ア
太
平洋地
域に
おい
て、
同地
域の

国際的
枠組みの
中心的プレ
ーヤー
を
担っ
て
きたのは
主と
し

て
A
SEANで
あっ
た。
そして、
中国はA
SEAN
諸国と

の
外交
関係を
探めて
ゆく過
程で、
徐々
に
多国
間協調に
対し

て
積
極的な
取り
組みを
見せ
る
よ
うに
なっ
た。
最近の
中国の

多国
間主
義へ
の
傾
倒を
示す一
つ
の
象
徴的な
出来事と
して、

ニ
OO四
年一
一
月に
北京で
開催さ
れた
政
府ハ
イレ
ヴェ
ル
の

外交
及び
国
防
関係機
関に
よ
る
第一
回ARF
安全
保
障会
議の

実施が
挙げられよ
う。
中国はAR
F
安全
保
捧会
議の
実現に

先立っ
て、
同
年五
月に
イン
ド
ネシ
アで
開
催さ
れたA
RF
高

級事務レ
ヴェ
ル
会合の
場で、
自らのイニ
シ
アティ
ブ
を
以て

同会
議開催の
提案を
行っ
たこ
とで
も知られてい
る。
こ
のよ

うに、
い
ま
や
国際社会が
中国をエ
ン
ゲ
ージ
するとい
うよ
り

は、
むし
ろ
中
国
自らが
多国
間主
畿を
積
極的に
促進してい
〈

講
図さえ
見られつつ
あるのが
最近の
傾向とも
蓄える。

で
は、
中
国はい
か
なる
意
図を
以て
アジ
ア
太
平洋地
域の
多

国
間協
調に
積
極的な
外交姿
勢を
訴すよ
うに
なっ
て
きたのだ

ろ
うか。
こ
れに
闘して
元来中国は
園
鶴社会に
おい
て
友好的

な
性
質の
園家で
あっ
て、
今後も地
域の
多国
間協調に
讃
極的

肯
定的に
評
価さ
れるべ
きで
あろう。
しか
し
なが
ら、
前述の

講成主
義の
解
釈に
見られる
よ
うに、
中国の
外交姿
勢が
多国

間主
義へ
とシフ
トしてい
るこ
とに
対する
視点は、
必ずしも

中国が
進めてい
る
多国
間主
義外交の
実
泌総を
正
確に
捉えてい

る
とは
言い
難い
と
筆者は
考え
る。
む
し
ろ、
A
SEAN
との

聞に
国
際的な
枠組みを
通じて
外
交関係を
築き
上げて
きた
中

国の
歩みを
詳
鰻に
吟
味すれば、
自ずとよ
り
現
実に
即した
中

国
側の
政
策的意
図の
実畿が
浮か
び上がっ
て
くるので
は
ない

だ
ろ
うか。

本稿は、
以上のよ
うな
問題意
識に
基づ
い
て、
中国が
アジ

ア
太
平洋地
域に
おい
て
多国
間主
義を
進めて
きた
政
策的な
意

図がどこ
に
あるのか
を
論じるこ
と
を
主た
る
目的と
する。
そ

の
際、
冷
戦期およ
びポス
ト
冷
戦期に
お
ける
中国の
対A
SE

AN
外交の
変
遷と
地
域の
多国
間安全
保
障の
枠組みへ
の
参
画

の
過
程を、
先行研究を
踏まえつ
つ
外交史的に
跡
付けてい
く

こ
と
と
する。
特に、
冷
戦後アジ
ア
太
平、洋地
域に
お
ける
唯一

の
協調的
安全
保
障の
枠組みで
あるAR
F
を一
つ
の
事例と
し

て、
中
国のARFに
対する
外交姿
勢の
変化につい
て
の
分
析

を
行い
たい。
さ
らに、
A
SEAN十
3の
発
展の
延長鯨上に

ある
「
東アジ
ア
共同
体」
構
想の
動向を
概
観しつつ、
中国が

同
構
想をい
かに
捉えてい
るのかについ
て
も
若干の
考察を
加

》え司令 。

に
参加するこ
とが
強〈
期待で
きる
とい
う
楽
観的な
見方が
あ

る。
例えば、
近
年、
アジ
ア
太
平洋地
域の
多
国間協調と
中国

の
外交姿
勢をめぐっ
て、
国際政
治
学理
論の
専
門
家の
聞で
も

蓋
ん
に
議
論
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が、
所
謂、
構
成
主
畿

(BE
En民
吾ヨ)
の
研
究
者た
ちは、
冷
戦
後A
S
E
A
N
を
中

心と
して
誕生
したアジ
ア
太
平洋地
域の
多国
間協調の
場に
お

ける
中国の
存在に
大き
な
期待を
寄せ
てい
る。

構
成主
義の
視点に
よ
れば、
中国が
多国
間主
義を
積
極的に

進めて
きたこ
と
を
説明する
ために
「ソlJマフ
イゼ
1シヨ

ン」
(E

E】』E
Eロ)
とい
う
概
念が
用い
られる。
こ
れは
園
鶴

社会が
多国
間協調を
通じて、
中国を
徐々
に
「ソ1シャ
ラ
イ

ズ」
(g
E】宵伺)
する
方向へ
と
促す過
程に
おい
て、
中国
自ら

が
多国
間主
義の
流
儀を
習得して、
その
結
果と
して、
周辺地

域に
おい
て
よ
り
平和的な
国際
環
境が
もた
らさ
れるこ
と
を
意

味する。
例えばジョ
ン
ス
トン
(
〉宮注目町
EP】。
ga
B)
は、

中国がAR
F
やその
トラッ
クH
で
あるC
SC
APに
おい
て

穣
極的な
外交姿
勢を
見せ
始め
たこ
と
を
指
摘して、
中国が一

九
九0
年代
半ば
頃か
ら
多国間主
義の
理
念その
ものを
受
容す

るこ
とに
よっ
て、
所謂伝
統的な
現
実主
義の
国
際政
治
観よ
り

シフ
ト
して、
多国
間主
義的な
外交を
展開するよ
うに
なっ
た

と
位
盤づ
けていぶ。

勿
論、
中
国の
多国
間主
義をめ
ぐる
思
惑がい
か
なる
もので

あれ、
近
年の
中国の
協調的な
外交姿
勢その
ものについ
て
は
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冷
戦
期
の
中
国日
A
S
E
A
N
外
交
関
係

ま
ず中
国の
対A
SE
A
N
外交の
歴史的
変
還を
明らか
に
す

べ
く
冷
戦期の
中国とA
SEA
N
の
関係につい
て
外交・
国
籍

関係の
側
面か
ら
概
観したい。
中国は、
…
九六
七
年のA
SE

A
N
発足
当
時、
原加
盟五か
国で
ある
イン
ド
ネシ
ア、
マ
レ
ー

シ
ア、
シン
ガ
ポール、
フィ
リピン、
タイに
よ
る
地
域連
合を

「
反
中
国・
反
革命・
反
人
民の
反
共
連
合」、
「
慢
絡
機構S
EA

T
O
の
兄
弟
会で
三
日
月
型
の
反
中
国
包
囲
鱗」
と
見
倣
し
て

い封。
また、
中国はA
SEAN五か
国を
始め
と
する
東南ア

ジ
ア
各国の
圏
内に
お
ける
共
産主
義
勢力の
活動を
支
援するこ

とに
注
力してい説。
こ
のこ
とか
ら
東南アジ
ア
諸国は、
園
内

で
中国か
らの
支援を
受ける
共
産主
義
勢力が
伸長する
可能
性

に
対して
警戒感を
抱い
てい
た。
も
ち
ろんA
SEAN
各国は

必ずしも
共通の
対
中
警戒感を
有してい
た
わ
けで
は
ない
もの

の、
各
々
が
「
中
国
脅
威
論」
と
も
呼
び
得
る
認
識を
有
し
て

い
た。一

方、
アメ
リカは
「ドミ
ノ
理
論」
に
象
徴さ
れる
よ
うに、

ソ
連・
中国を
中心と
する
共
産主
義
勢力の
東南アジ
ア地
域進

出を
阻止
するこ
とが
戦略的に
非常に
重
要で
ある
と
考えて
お

り、
東南アジ
ア
諸国に
対して
経済的・
軍事的
援助を
行っ
て

き目。
当時、
ヴェ
トナム
戦争の
泥
沼の
渦中に
あっ
た
アメ
リ
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カ
は、
イン
ド
ネシ
アやフィ
リピン
に
相
次い
で
親米的な
政
権

が
誕生
したこ
と
を
歓迎する
とと
もに、
東南アジ
ア
自
由圏諸

国の
相互
協
力の
発
展を
示すもの叱〆して、
一
九六七
年のA
S

E
A
N
結成に
強い
支
持を
表明した。

しか
し、
A
SEAN
結成
後
間もなく
以
下に
挙
げる三つ
の

大き
な
国際
関係の
転
機に
よっ
て、
当初
敵対的色
彩の
濃かっ

た
中国とA
SEAN
の
外交
関係は
変化を
遂
げるこ
とに
なっ

た。
第一
の
転
機は、
一
九六
0
年代後半頃よ
り
表
面
化した
中

ソ
対
立
の
激
化に
よっ
て
も
た
らさ
れ
た
多
極
化
時
代の
到
来で

あっ
た。
こ
れに
よ
り
中国は、
当時同じ
共産主
義陣
営に
あっ

たソ
連を
主
要な
敵と
見
倣すよ
うに
なっ
た。
そして
中国は
米

中接近や
日
中国交正
常化に
見られるよ
うに、
自
由主
義陣
営

へ
の
接近へ
とその
外
交方
針をシ
フ
トさせ
たので
ある。
その

一
環と
して
中国はA
SEAN
諸国との
関係改
善を
も
模
索し

始めて一
九七
0
年代以降、
マ
レ
ーシ
ア(一
九七
五
年五
月)、

フィ
リピン
(
同
年六
月)、
タイ
(
同
年七
月)
と
の
聞の
外
交

関係を
次々
と
正
常化させ
た。

第二
の
転
機は
多
極化時
代とほ
ぼ
同時期に
行わ
れた
アメ
リ

カ
の
アジ
ア
政
策の
見
直しで
あっ
た。
一
九六
九
年、
ニ
クソン

政
権は、ヴェ
トナム
か
らの
米軍
撤兵やアジ
ア
同
盟
諸国へ
の
自

主
防
衛努力を
促すとい
う
内
容を
含む、
所
謂「ニ
クソン・
ド

クト
リン」
を
発表した。
こ
の
よ
うなアメ
リカの
アジ
ア
政
策

の
転
換を
受けて、
A
SEAN
諸国は一
九七一
年の
東南アジ

る
軍事的な
対立
構
造が
東南アジ
ア地
域に
もた
らさ
れるこ
と

に
なっ
た。

こ
の
よ
うに
アメ
リカ、
ソ
連、
中国とい
う
大
国
関係の
変
化

の
狭
間に
立たさ
れたA
SEAN
は、
ヴェ
トナム
のカン
ボジ

ア
侵
攻へ
の
対
応を
め
ぐっ
て
議論を
上
下した。
だ
が、
A
SE

A
N
諸国は、
米中国
交正
常化が
現
実の
ものと
なっ
た
以上、

中国の
対
東南アジ
ア
政
策が
事
実上アメ
リカの
承
認の
もとに

進め
られてい
る
ものだ
とい
う
判
断に
基づ
き、
ヴェ
トナム
と

対抗する
ために
中国か
らの
軍事的
支
援を
受けるこ
とで
最終

的に
合意に
達し的。
カン
ボジ
ア
侵攻を
契
機と
して、
中国と

A
SEA
N
の
聞に、
ヴェ
トナム
とい
う「
共通の
敵」
が
出
現

したこ
とに
よっ
て
両者の
連
繋は
さ
らに
深まっ
てい
くこ
とに

なっ
たので
ある。

また
そ
れと
期を
同じ
く
して、
中国の
対
東南アジ
ア
政
策に

も
転
機が
訪れた。
一
九七八
年一
二
月、
中国は
第一一
期三
中

全
会で
対
外政
策を
転
換して
対
外
経済開放
政
策と
全
方位外交

の
方
針を
定めた。
こ
れよ
り
中国はA
SEAN
との
聞に
も
本

格的な
友好
関
係を
築くこ
とに
乗り
出した。
こ
れ
以
降、
中国

はA
SEAN
諸国の
「
中国
脅威
論」
の
払
拭に
努めて、
タイ

やマ
レ
ーシ
アに
対して
行っ
て
きた
共産主
義
勢力に
対する
支

援を
打ち
切っ
た。

か
くして
中国は
国際
関係の
変
化に
応じた
戦略的な理
由か

ら、
徐々
にA
SEAN
との
外交
関係を
深めていっ
た。
結
果

ア
平和・
自
由・
中立
地
帯(ZO
PFAM)
の
宣
言に
見られ

る
よ
うに、
急速に
中立
主
義へ
と
傾
倒して
独立
自主
外交、
全

方位
平和
外交の
路
線を
追
及する
よ
うに
なっ
た。
そして
A
S

EA
N
諸国は
徐々
に
共産主
義諸国へ
の
接近をはか
り、
ソ
連

や
中国との
聞で
次々
と
国
交正
常化に
踏み
切っ
たので
ある。

前述の
よ
うな二
つ
の
転
機を
踏まえて、
中国は一
九七
五
年

五
月の
第八
回
外相会
議を
境に
して、
A
SEA
N
を
地
域機構

と
して
公
式的に
認め
る
よ
うに
なっ
た。
こ
のこ
とに
は、
中国

が
中立
主
義のA
SEA
N
に
対して、
地
域の
「覇権
勢力」
に

抵抗する
新た
な
連
合として
の
役割を
担うこ
と
を
期待する
と

い
う
戦略的な
意
味合い
が
含ま
れてい
たので
あ話。

さ
らに、
第三
の
転
機は
以
上
の
よ
う
な
国
際
関
係の
変
化に

よっ
て、
中固とA
SEAN
が
徐々
に
接近
する
環境が
整いつ

つ
ある
なかで
もた
らさ
れた。
一
九七八
年一
二
月二
五
日、
当

時ソ
連か
らの
支
援を
受けてい
たヴェ
トナム
軍が、
親中国派

のポル・
ポ
ト
政
権を
打倒すべ
く、
カン
ボジ
ア
侵
攻を
行っ
た

ので
ある。
折し
も
同
年一一
月三
日、
ソ
連が
ヴェ
トナム
と
の

聞に
善隣友好協力
条約を
締
結する一
方で、
同
年
二一
月一
五

日、
アメ
リカが
中固との
聞で
国
交正
常化に
合意した
直後の

出来事で
あっ
た。
また、
一
九七
九
年、
ソ
連
軍が
ヴェ
トナム

のカム
ラン
湾に
駐
留するこ
とに
よっ
て、
当時
米比相互
防
衛

条約に
基づ
きフィ
リピン
に
駐
留してい
た
米軍と、
南シ
ナ
海

を
挟んで
対
峠するこ
とに
なっ
た。
こ
うして
冷
戦時下に
お
け
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的に
は、
こ
うして
築か
れて
きた
中固とA
SEAN
の
友好
関

係の
基盤が、
冷戦後の
アジ
ア
太
平加地
域に
お
ける
多国
間協

調の
潮流へ
と
繋がっ
てい
くので
ある。

ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
お
け
る
中
国
の

対
A
S
E
A
N
外
交
|lA
R
F
を
事
例と
し
て

一
九
九四
年七
月、
AR
F
が
アジ
ア
太
平洋地
域に
お
ける
協

調的
安全
保
障の
枠組みと
して
A
SEA
N
を
中
核と
して
誕生

した。
A
RF
は
同地
域に
お
ける
安全
保
障
問題を
議論する
唯

一
の
多国
間政
府レ
ヴェ
ル
の
対
話枠組みで
あ
り、
現
在加盟
国

は
アジ
ア
太
平洋地
域の二
三か
国とEU
か
ら
構
成さ
れる。
以

下で
は、
ポス
ト
冷
戦期に
おい
て、
中国がARFへ
の
参加を

通じて、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域に
お
け
る
多
国
間
協
調に
対
し
て

徐々
に
積
極的な
外交姿
勢へ
と
転じる
よ
うに
なっ
た
過
程を
跡

付ける
とと
もに、
中国の
政
策的意
図につい
て
の
分
析を
行い

たい。
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中国のARF参加の背景

川
天
安
門事件と
中国H
A
SEAN
関係の
変化

冷
戦の
終罵とほ
ぼ
時期を
同じ
くした一
九八
九
年六
月
中国

で
は
天
安
門事件が
起こっ
た。
天
安
門事件に
お
ける
中国政
府

に
よ
る
民主
化運
動の
弾圧は
欧
米を
始めと
する
国際社会か
ら



の
批
判
を
浴
び 、
中
国
は
圃
際
的
な
孤
立
状
態
に
立
た
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た 。
中
国
は
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
孤
立
状
態
か
ら
の
脱
却

を
図
り 、
近
隣
諸
国
と
の
友
好
関
簡
を
拡
大
す
る
た
め
の
外
交
政
策

の一
環
と
し
て 、
A
S
E
A
N
各
国
へ
の
接
近
を
は
か
っ
た 。
こ
れ

に
よ
り
中
国
は
従
来
A
S
E
A
N
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
反
華
人
感

情
が
強
い
と
見
ら
れ
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
聞
に
国
交
正
常
化

(一
九
九
O
年
八
月)
を
行
う
と
と
も
に 、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
(一
九

九
O
年

二)
月)
と
プ
ル
ネ
イ
(一
九
九一
年一
O
月)
と
も
相
次

い
で
国
交
正
常
佑
を
果
た
し
た 。
さ
ら
に 、
中
国
は
中
越
戦
争
等
で

長
年
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
聞
で
も
ニ
国
間
関
係
を

z
正
常
佑
し
た
の
で
あ
る
(一
九
九一
年一
一
月) 。

一
九
九
三
年
の
A
S
E
A
N
拡
大
外
相
会
議
に
出
席
し
た
銭
其
環

外
相・
副
総
理
(
当
時)
が 、
来
る
A
R
F
結
成
の
決
定
に
関
し
て

「
あ
る
園 、
あ
る
地
域 、
或
い
は
あ
る

凋題
に
つ
い
て
決
定
を
下
し

た
り 、
共
同
行
動
を
取
る
べ
き
で
は
な
い」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を

行
っ
た
こ
と
に
も
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に 、
ポ
ス
ト

冷
戦
期
の
初
頭 、

中
国
は
A
R
F
へ
の
参
画
に
は
必
ず
し
も
讃
極
的
な
姿
勢
は
示
し
て

い
な
か
っ
た 。
し
か
し
な
が
ら
中
固
と
A
S
E
A
N
諸
国
の
二
国
間

関
係
正
常
也
が
次
々
と
実
現
さ
れ
る
な
か
で 、
A
S
E
A
N
は
地
域

の
国
擦
的
な
枠
組
み
の
形
成
に
中
国
を
積
極
的
に
関
与
さ
せ
て
い
く

と
い
う 、
言
わ
ば
対
中
国
エ
ン
ゲ
1

ジ
メ
ン
ト

政
策
を
採
っ
た
の
で

あ
る 。
そ
の一
環
と
し
て一
九
九一
年
七
月 、
中
国
の
銭
其
環
外
相

が
第
二
八
回
A
S
E
A
N
外
相
会
議
に
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ

る
と
り
わ
け
当
時 、
南
シ
ナ
海
の
領
有
権

問艇
を
め
ぐ
っ
て
A
S
E

A
N
諸
国
の
聞
で
「
中
国
脅
威
論」
が
再
燃
し
つ
つ
あ
っ
た 。
例
え

ば一
九
九一一
年一一
月 、
中
国
は
「
中
華
人
民
共
和
国
了
解
及
び
接
続

水
域
法」
を
採
択
し
て 、
南
沙・
西
沙
諸
島
を
始
め
と
し
て
尖
閤
列

島
を
合
む
南
シ
ナ
海一
帯
を
自
国
領
で
あ
る
と
宣
言
し
た 。
さ
ら
に

一
九
九
四
年
末 、
中
国
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
領
有
権
を
主
張
す
る
南
シ

ナ
海
の
ミ
ス
チ
1
フ
礁
に
艦
艇
を
祇
還
し
て
構
造
物
を
建
造
し
た 。

こ
の一
連
の
中
国
の
動
ぎ
に
関
し
て
言
え
ば 、
中
国
が
低
統
的
に
対

立
関
係
に
あ
る 、ヴ
ェ
ト
ナ
ム
以
外
の
A
S
E
A
N
の
固
と
の
間
に
あ

え
て
領
土
問
題
を
浮
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
在
比
米
軍
基
地
撤

退
後
の
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
レ
ヴ
ェ
ル
を
測
ろ
う
と
し

〈却〉

た
と
い
っ
た
見
方
も
で
き
る 。
こ
の
よ
う
に
「
中
国
脅
威
論」
が
高

ま
り
を
見
せ
て
い
た
時
期 、
A
S
E
A
N
は
中
国
を
地
域
の
協
調
的

安
全
保
障
の
対
話
枠
組
み
に
エ
ン
ゲ
ー

ジ
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て

国
襟
的
調
和
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た 。
こ
れ
が一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
A
R
F
設
立
へ
と

結
び
つ
い

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る 。

ま
た 、
中
国
が
A
R
F
へ
の
参
加
を
通
じ
て
多
国
間
主
義
を
重
視

す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
う一
つ
の
要
因
と
し
て 、
ア
メ
リ
カ
を
中
心

と
す
る
伝
統
的
な
こ
国
間
安
全
保
障
同
盟
を
基
軸
と
す
る
国
際
関
係

の
枠
組
み
に
対
抗
し
て
い
く
と
い
う
意
味
合
い
も
挙
げ
ら
れ
る。
一

九
九
七
年
七
月
二
七
日 、
銭
其
深
は
第
四
回
A
R
F
会
合
の
場
に
お

た 。
同
会
議
の
会
期
中 、
A
S
E
A
N
は
中
国
と
の
聞
に
初
の
A
S

E
A
N
+
1
の
会
談
を
実
施
し
た 。
さ
ら
に 、
一
九
九
六
年
の
第
二

九
回
A
S
E
A
N
外
相
会
議
で
は 、
中
国
の
地
位
が
「
対
話
国」

(
P匡
岳乱o

m5

3母国師同)
へ
と

格
上
げ
さ
れ
た 。
以
上
述
べ
て
き
た

よ
う
な
A
S
E
A
N
の
対
中
国エ
ン
ゲ
I

ジ
メ
ン
ト
に
促
き
れ
る
か

た
ち
で 、
中
国
は
A
R
F
へ
の
参
加
を
決
め
た
の
で
あ
る 。

間

在
フ
ィ
リ
ピ
ン
米
軍
基
地
撤
退
と
中
国
の
戦
略

中
国
を
A
R
F
の
参
加
へ
と
導
く
こ
と
に
な
っ
た一
つ
の
園
陸
的

要
因
と
し
て 、
一
九
八
0
年
代
か
ら一
九
九
0
年
代
に
か
け
て
の
ア

メ
リ
カ
経
済
低
迷
や
冷
戦
の
終
着
を一
因
と
す
る
在
比
米
軍
基
地
か

ら
全
面
識
収
が
挙
げ
ら
れ
る。
当
時
A
S
E
A
N
は 、
東
南
ア
ジ
ア

地
域
に
お
け
る
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
低
下
に
と
も
な
い 、
域
内
に

お
け
る
「
力
の
真
空」
を
懸
念
す
る
と
と
も
に 、
そ
の
代
替
と
な
り

得
る
地
域
の
安
全
保
障
に
関
す
る
国
際
的
枠
組
み
を
形
成
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
的 。
そ
の一
方
で 、
中
国
に

と
っ
て
米
軍
の
在
比
基
地
か
ら
の
撤
退
は
よ
り
自
由
な
行
動
を
追
及

で
き
る
国
欝
環
境
の
誕
生
を
意
味
し
た 。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
中

国
は
A
S
E
A
N
を
ア
メ
リ
カ
や
欧
州
と
い
っ
た
覇
譲
勢
力
と
も
言

え
る、
言
わ
ば
主
要
な
「
極」
に
次
円\
「
準
極

「〉
と
し
て
養
成
し

て
い
く
こ
と
を
戦
略
的
に
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た 。
こ
の
こ
と
に

は 、
中
国
が
ア
メ
リ
カ
の
存
在
を
覇
権
主
義
と
捉
え
て
そ
れ
を
議
制

し
て
い
く
と
と
も
に 、
中
国
が
望
む
冷
戦
後
の
園
擁
社
会
の
多
極
化

を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
合
い
が
合
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
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い
て
「
安
全
保
障
は
軍
事
力
増
強
に
よ
っ
て
で
も 、
軍
事
同
盟
に

よ
っ〈

れ
で
も
な
く 、

相
互
の
信
頼
と
対
話
に
よ
っ
て
保
た
れ
る
べ
き

で
あ
る」
と
発
言
し
た 。
中
国
は 、
一
九
九
五
年
五
月
の
「
ナ
イ・

レ
ポ
ー
ト」

(
E
A
S
Rh
d
巳仲間L
m
g同町田
∞nD
E
q
m向
島町

q
p同

昏町
一Fa

〉31
3
aF
F

抱O口)
や一
九
九
六
年
四
月
の
日
米
安
全

保
障
共
同
宣
嘗
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に 、
冷
戦
後
の一
連
句
日
米
安

全
保
障
同
堕
強
化
の
動
き
を
警
戒
し
て
牽
制
し
た
の
で
あ
3 0

さ
ら
に
言
え
ば 、
中
国
が
多
国
間
協
調
を
通
じ
て
A
S
E
A
N
と

緊
密
な
関
係
を
保
っ
て
お
く
こ
と
は 、
日
本
を
牽
制
し
て
い
く
上
で

も
重
要
で
あ
る
と
言
え
る 。
A
S
E
A
N
は
中
国
の
み
な
ら
ず
日
本

に
と
っ
て
も
重
要
な
近
隣
諸
国
で
あ
り 、
A
S
E
A
N
勢
力
が
い
ず

れ
か一
方
の
固
と
よ
り
緊
密
な
関
係
と
な
る
こ
と
は 、
両
者
に
と
っ

て
必
ず
し
も
望
ま
し
い
状
況
と
は
蓄
え
な
い 。
従
来
こ
の
状
況
の
現

出
を
防
ぐ
ベ
く
A
S
E
A
N
に
対
す
る
外
交
攻
勢
を
め
ぐ
っ
て
日
中

〈白〉

聞
に
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
の
も
事
実
で
あ
る。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
状
視
の
延
長
線
上
に
お
い
て
中
国
が
打

ち
出
し
た
外
交
方
針
が 、
多
国
間
に
よ
る
安
全
保
障
協
力
や
非
軍
事

的
領
域
を
合
む
総
合
安
全
保
揮
の
形
成
等
を
誼っ
た
所
謂
「
新
安
全

保
障
譲」
で
あ
り 、

勾
ら
に
は
後
の
「
平
和
的
台
頭」
論
に
も
繋

が
っ
て
い
く
の
で
あ
る。

253一一中国のASEAN外交と多国間主義の実意義



己}

A
R
四---M・2
記
お
け
る
中
閣
の
活
動

的
「
A
S
E
A
N
方
式」
と
中
国
の
独
立
母
主
外
交
の
保
持

A
R
P
結
成
か
ら
ニ
年
を
経
た…
九
九
六
年
七
月、
鍛
其
諜
は
第

剖
A
R
P
鴎
僚
会
議
後
の
記
者
会
見
に
お
い
て
「(
A
R
F
は〉

地
域
安
全
保
障
協
力
の
新
し
い
諮
み
で
あ
り、
安
全
保
擦
の
新
し
い

概
念
会
代
殺
す
る
も
の
で
あ
る}
と
述べ
宇
中
膿
は
A
R
F
参
怒

か
ら
数
年
稜
に
は
地
棋
の
多
圏
間
協
識
に
対
す
る
支
持
の
聾
勢
を
見

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る。

苅
来
中
関
は、
多
盟
関
の
安
全
保
障
協
議
の
惑
で
自
ら
が
批
判
に

晒
さ
れ
る
可
鱒
性
の
高
い
軍
事
力
の
拡
大
や
東
シ
ナ
海
や
南
シ
ナ
海

に
お
け
る
領
有
権
問問
籍、
台
湾
題
懇
等
が
議
懇
の
中
心
と
な
る
こ
と

に
警
戒
感
を
強
い
て
き
た。
だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら、ず、
中
麹
に

と
っ
て
A
R
P
は
協
調
的
安
全
保
嘩
の
壌
と
し
て
は
比
較
的
手
掛
け

議
い
舞
台
で
あ
っ
た
と
設
え
よ
う。
つ
ま
る
と
こ
ろ
中
国
が
A
R
P

に
対
し
て
積
極
的
な
外
交
姿
勢へ
と
転
じ
た
主
な
理
由
は、
A
S
E

A
N
独
特
の
多
国
間関
協
議
の
進
諸B方
で
あ
る
醗
謂
「
A
S
判長
A
N
方

式〕
と
も
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る。
す
な
わ
ち
吋
A
S
E
A
N
方

式」
の
も
と
で
の
多
国
間
協
議
は、
あ
〈
ま
で
も
コ
ン
々
ン
サ
ス
主

義
が
前
聾
と
な
っ
て
お
り、
か
つ
東
南
ア
ジ
ア
友
好
条

摘
〈
T
A

CH

d2々ch
〉々邑
話仏
no
o〕Un益広on
ZMWCC手作
曲誌
旨
互
に
基

づ
く
参
加
閣
の
主
権
の
尊
重

や持
政
不
子
渉
が
康
朗
と
な
っ
て
進
め

ら
れ
るa
こ
の
た
め、
前
述
の
よ
う
な
中
鑓
が

議開織
と
し
て
扱
う
の

;ψ
ト
ロ
i
ル
を
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
克
せ
絡
め
て
い
る
こ
と
で

あ
る。
協
下、
中
直
に
よ
る
設
わ
ぱ
{
ア
ジ
エ
ン
ダ・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル」
の
姿
勢
は、
特
に
以
下
の一一
つ
の

問問題
に
お
い
て
顕
著
に
発
受

け
ら
れ
る。
第一
は
南
シ
ナ
海
の
置
有
権
問
顕
で
あ
る。
中
国
は
A

R
F
発
思
惑
暫
よ
り、
高
シ
ナ
山慨
を
め
ぐ
る
領
土
祷
糊織
を
あ
く
ま
で

も
当
事
者
で
あ
る
こ
摺
欝
で
解
決
すべ
ぢ
閤
懇
で
あ
る
と
い
う
立
場

令
取っ
て
き
た。
こ
の
た
め
中
盤
は
南
シ
ナ
海
の
領
有
権
問問
題
を
A

R
F
の
場
で
議
論
すべ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
て、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と

し
て
扱
う
こ
と
に一
貫
し
て
強
く
反
対
し
て
き
た。

し
か
し、
近
年
中
劉
は
拷
問
題
を
な
る
べ
く
棚
上
叩
に
し
よ
う
と

い
う
マノ
ジ
ェ
ン
ダ・
コ
ン
ト
ロ
!
ル」
の
喪
勢
を
見
せ
つ
つ
も、

あ
る一
定
の
外
交
的
譲
歩
の
姿
勢
を一ぶ
そ
う
と
し
て
い
る
の
が
特
徴

的
で
あ
る。
倒
え
ば、
一
九
九
五
年
五
日乃
の
A
R
P
高
載
事
務
レ

ヴェ
ル
会
合
の
襲、
間
も
な
く
開
催
を
予
定
さ
れ
て
い
た
八
月
の
第

二
回
A
R
F
雛
脇照
会
合
の
場
に
お
い
て
南
シ
ナ
海
の
領
有
機
関
鶏
を

議織
と
す
る
こ
と
が
提
饗
さ
れ
た。
も
ち
ろ
ん
や
歯
は
こ
れ
に
対
し

て
難
色
を
訴
し
た
も
の
の、
A
S
E
A
N
の
欝
き
か
け
で
な
さ
れ
た

日
本
簡
の
提
案
に

鈍
さ
れ
る
か
た
ち
で
非
公
式
的
に
こ
れ
そ
受
け
入

れ
た
と
さ
れ
て
い
る。
8
ら
に一
九
九
七
年
四
月、
中
富
は
南
シ
ナ

海初
日領
土
問
麓
を
A
R
F
の
鱗
組
と
す
る
こ
と
を
公
式
的
に
露

め
た。で

は
な
ぜ
中
閣
は
南
シ
ナ
海
の
鎮
土
間
開酬
を
め
ぐっ
て
こ
の
よ
う

な一

の
譲
歩
の
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か。
と
の
こ
と
は

て
い
る
諸
問
題
を
A
R
F
の
議
態
と
す
る
こ
と
に
対
し
て

異
議
を
唱
え
る
の
は
比
較
的
容
易
で
あ
る。

さ
ら
に
言
え
ば、
中
国
が
多
国
思
議
議
に
歩
加
す
る
こ
と
は、
人

権
問
鰭
が
議
題
の
組
上
に
上
が
っ
た
場
合、
ア
メ
リ
カ
を
始
め
と
す

る
欧
米
議
関
か
ら、
続
講
「
チ
ャ
イ
ナ・
パ
ッ
シ
ン
グ」
や
政
治
的

な
正
方
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
議
味
す
る。
し
か
し
な
が

ら
「
A
S
E
A
N
方
式」
に
依
れ
ば、
中
閣
に
と
っ
て
A
R
F
は、

告
ら
の
「
独
立
自
主ん
の
外
交
を
拘
東
す
る
危
磁
性
が
師
い
多
諮
問

協
議
の
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る。
轄
に、
人
権

問凶悪
に
閲
し
て
は、

A
S
E
A
N
諸
国
と
の
友
貯
関
蕗
を
轄
と
し
て、
多
か
れ
少
な
か
れ

同
構
に
人
権
問
贈
を
柏担
え
て
い
る
後
ら
と
結
束
す
れ
迂、
説
料
を
か

わ
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
政
治
的
な
鵠
み
も
中
国
語
に
は
あ
る
と

見
ら
れ
る。
題
み
に一
九
九
五
年一二
月、
同機
耀
の
世
界
人
権
会
梯織
の

関
犠
に
先
立
ち
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
地
域
会
合
に
お
い

て、
A
S
E
A
N
を
始
め
と
す
る
時
九
か
闘
が
集
い
「バ
ン
コ
ク
賞

品
庄
が
捺
訳
さ
れ
た。
開
驚一
宮
に
は、
①
人
権
の
定
識
は
輯
対
的
な

も
の
で
あ
る、
命
入
準
は
舗
内
問問
題
で
あ
り、
外
部
か
ら
の
介
入
を

許
す
も
の
で
は
な
い、
@
先
進
践
の
経
繍
援
飴
の
条
件
記
入
機
を
用

い
る
の
は
不
当
で
あ
る
と
い
っ
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た。

部

開
シ
ナ
海
の
領
有
権
問
器
及
び
台
湾
問
題
を
め
ぐ
る
「
ア

ジ
ェ
ン
ダ・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル」

近
年
の
A
R
F
に
お
け
る
中
盟
の
活
動
に
関
し
て
さ
ら
に
特
筆
す

べ
き
点
は、
A
R
F
議
場
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
患
ら
が
認
な
方
向へ
と
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「
中
国
脅
議
論」
の
払
誌
と
も
曹
接

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る。
す
な
わ
ち、
中
間
に
と
っ
て
A
R
P
を
瀦
じ
た
多
盟
龍
協
調へ

の
歩
み
寄
り
は、
A
S
E
A
N
に
お
け
る
「
中
国
勢
威
論い
の
払
試

の
過
程
で
も
あ
っ
た。
前
述
の
よ
う
に
A
S
E
A
N
各
調
は
判明
撲
の

驚
こ
そ
あ
れ、
伝
統
約
に
吋
中
国
脅
議
論」
を
有
し
て
お
り、
今
後

A
S
E
A
N
の
閣
で
「
中

閤品開成
議」
が
高
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
は、
中
欝
の
国
益
に
と
っ
て
死
活
的
に
重
要
な
の

であ

る。
な
ぜ
な
ら
ば
中
間
に
と
っ
て
A
S
E
A
N
と
は、
五
管
人
を
灘

え
る
人
口
令
有
す
る
中
国
製
品
の
主
要
な
韓
出
先
で
あ
り、
ま
た
豊

富
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
供
給
掘
と
し
て
も、
そ
れ
ら
の
資
畿
を
運

搬
す
る
シ
i
レ
ー
ン
令
有
す
る
国
々
と
し
て
も
重
要
で
あ
る。
さ
ら

に、
中
謹
が
西
部
大
震
発
を
進
め
て
い
く
と
で
も、
そ
の
盟
撞
譲
の

多
く
を
共
有
す
る
A
S
E
A
N
と
良
好
な
関
議
を
保
っ
て
い
く
こ
と

が
肝
要
で
あ
る。
つ
ま
り、
中
国
に
と
っ
て
A
S
E
A
N
と
の
削測
に

友
静
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
は、
中
留
経
請
の
持
駿
的
発
襲、
ひ

い
て
は
所
譲
刊
小
康
社
会」
(
経
務
的
に
多
少
ゆ
と
り
の
あ
る
社

会〉
と
い
う
国
家
建
設
の
目
標
実
現
の
た
め
に
文
か
せ
な
い
と
欝
え

ザ命 。第一一
は
台
縄
問
題
で
あ
るc
制問
え
ば…
九
九
六
年
七
尽
の
第一一一
密

A
nn
F
麗
脇師
会
合
の
場
に
お
い
て、
中
同織
は
問
会
会
議
長
声
明
の
な

か
に、
た
A
R
F
へ
の)
新
撰
加
豊
富
は
全
て
意
識
障
家
で
な
け
れ

、ば
な
ら
な
いい
と
い
う
言
葉
合
開
入
ず
る
べ
き
で
あ
る一片
い
う
主
張

を
し
て、
台
需
封
乙
込
め
の
た
め
の
外
交
攻
勢
を
掛
け加。
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に
は、
同AR
F
閣僚会
合の
議長
声明
文の
なかにその
旨が
盛

り込ま
れるこ
とが
決
定さ
れ、
中国は
将来に鈎ける
台湾のA

R
F
加
盟の
可能
性の
芽を
摘むこ
とに
成
功した。
しか
しさ
ら

に
注
目すべ
き
点は、
中国のこ
の
外交
攻勢が、
翌
年にARF

の
意
思
決
定
機
構で
あ
る
イン
ター
セ
ッ
ショ
ナル・
グル
ー
プ

(I
S
G)
のホ
ス
ト
国を
中国が
引き
受ける
とい
う
宣
言を
行

い、
AR
F
参加
各国か
ら
高い
評価を
得たの
と
同じ
タイミン

グで、
言わば
硬
軟両
様の
構えの
もとで
展
開さ
れたこ
とで
あ

る。
因みにこ
の
決
定を
受け一
九
九七
年三
月、
中国は
信頼
醸

成(C
BM)
に
関するARF
のI
SG
を
北京で
開催するこ

正
を
実現して、
南シ
ナ
海に
お
ける
領土
問題を
巡っ
て
対立
を

見せ
て
い
た
フィ
リピ
ン
と
と
も
に
共同
議
長を
務め
た。
そ
の

際、
銭
其環は
中国がホ
ス
ト
役を
務め
る
公
式的な
多国
間会
議

で
あるこ
と
を
国
際
社会に
強くアピ
ール
した。

さ
らに
近
年、
中国に
よる
「アジエ
ン
ダ・
コ
ン
トロ
ール」

の
兆
候は、
A
R
F
のト
ラッ
クE
で
あるC
SCAP
の
活動に

さえ
表れて
きてい
るこ
と
も
看過で
き
ない。
C
SC
AP
の
最

高意思
決
定
機
関で
ある
国際
運
営委員会で
は二
年毎にA
SE

AN
及び
非A
SEAN
の二
か
国か
ら
成る
共同
議長
国が
選
出

さ
れるが、
近
年、
中国は
議長国就
任に
向けて、
C
SCAP

に
お
ける
台湾の
活動を
阻止
すべ
く
奔走して
きた。
例えば、

中国は
C
SC
AP
の
活動に
お
ける
ご
つ
の
中国」
原則の
遵

守と、
そのワー
キン
グ・
グル
ープに
お
ける
台湾の
オブ
ザl

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体」
構
想
と
中
国

(一)

ASEAN+3における中国HASEAN関係

の緊密化

一
九
九0
年代後半以降、
前述のAR
F
に
見られる
よ
うに

中国とA
SEAN
の
連
携の
深ま
りと
並
行して
A
SEAN+

3の
枠組みが
発
展を
遂げつつ
ある。
A
SEA
N+
3は、
一

九
九
六
年三
月に
第一
回ア
ジ
ア
欧
州
会
合
(A
S
E
MH
KE守

何日o官
冨2
Em)
の
開
催時に
初め
て
A
SE
A
N一
0か
固と

日
中韓三
か
国の
首脳が
集っ
たの
がその
原型と
なっ
た。
一
九

九七
年一
二
月に
はA
SEAN
首脳会
談と
同
時に
第一
回A
S

EAN+
3
首脳会
議が
実施さ
れたが、
その
後の
アジ
ア
金
融

危機へ
の
対応の
ための
連
繋も
相
倹っ
て
急速に
制度
化が
進ん

だ。
い
ま
やA
SEAN+
3は
アジ
ア
太
平洋地
域に
お
ける
政

治、
経
済、
安全
保
障といっ
た
包
括的な
議題を
扱う
協
議の
場

と
して
重
要な
役割を
担い
つつ
ある。
因みに
A
SEA
N+
3

は
全
体会
議に
加えて、
A
SEAN+
!
と
も
呼ば
れるASE

A
N-
0か
国と
日
本、
中園、
韓国の
個別会
議、
さ
らに、
日

中韓三
か
国の
会
議が
ある。
特に
非公
式
首脳会
議と
外相会
議

の
場に
おい
て
は
国際テロ
対
策、
海
賊、
不拡散
問題といっ
た

安全
保
障分野の
協
議が
行わ
れるよ
うに
なっ
て
きてい説。

中国はA
SEAN+
3の
枠組み
内に
おい
て
もA
SEAN

パ
l
参加の
制限を
求め
るガイ
ド
ライン
を
作成して
C
SCA

P
加
盟
各国に
送
付する
とと
もに、
中国の
主
張へ
の
同意を
求

め
るべ
く
各国の
関係研究
機関を
訪
問する
等のロ
ビ
l
活動を

行っ
て
きてい
る。

中国がA
R
F
やC
SC
A
P
といっ
た
地
域の
多国
間対
話の

枠組みを
通じて
A
SEAN
との
連
携を
深めてい
くこ
とは、

台
湾の
政
治・
経
済
面に
お
け
る
地
域の
影
響力
低
下に
も
繋が

る。
すな
わ
ち、
台湾が
進めて
きた、
対A
SEA
N
投
資を
促

進するこ
とに
よっ
て
中国大
陸へ
の
依存を
減じて
国際空
間の

拡大をはか
る
とい
う「
南向政
策」
を
妨害するこ
とに
なる
の

で
ある。
元来A
SEAN
諸国は
基
本的に
は
ご
つ
の
中国」

原則を
支
持して
きた
もの
の、
イン
ド
ネシ
ア
やシン
ガポ
ール

の
よ
うに
依然と
して
台湾との
緊
密な
関係を
保持して
きてい

る
国も
ある。
例え
ばシン
ガポ
ール
は一
九七五
年か
ら
現
在に

至るまで
台湾との
聞に
定期的な
軍事
交
流を
行っ
てい
る。
今

後こ
の
よ
うなA
SEA
N
諸国と
台湾の
紳を
断ち
切るべ
く、

中国がA
SEA
N
との
聞で
多国
間協調を
進め
れば
進め
るほ

ど、
よ
り一
層の
台湾
排除の
構え
を
見せ
る
可能
性が
高い
と
見

て
よい。
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との
外交
関係の
緊
密化の
度合い
を
強めつつ
ある。
一
九九七

年
二一
月、
第一
回A
SEAN+
3
開
催の
機会に、
中国はA

SEAN
との
聞に
「一
二
世紀に
向けたA
SEA
N-
中国
間

協
力」
と
題する
共同
宣
言に
署名した。
また、
中
国は
同
共同

宣
言に
基づ
い
て、
A
SEAN一
0か
国全て
と
各々
政
治
文
書

に
署名した。
同
文書には
貿易、
投
資、
文化
等の
分野に
お
け

る
協
力
拡大や、
A
P
E
C
やA
R
F
の
場に
お
け
る
協
議と
協

力、
内政
不
干
渉、
要
人
往
来の
強
化
等の
内
容が
盛
り
込ま
れ

た。
さ
らにニ
OO三
年一
O
月、
中国はA
SEAN
の
基
本
文

書の一
つ
で
ある
東
南アジ
ア
友
好
協
力
条
約(T
A
C一
dgq

oh
〉B
S-
S乱。。。司四円邑oロ
宮∞O信任g加
えまと
に
加
盟するとと

もに、
A
SEAN
諸国との
聞に
戦略的パ
ー
トナ
ーシッ
プ
を

確立
した。
なお、
近
年の
中国のA
SEAN
諸国との
関係緊

密化の
遠
因と
して、
中国が
比
較的
影響力を
行
使しやすい
と

言わ
れてい
るカン
ボジ
ア、
ラオス、
ミャン
マ
ー
等が一
九
九

0
年代後半に
相
次い
でA
SEAN
加
盟を
果た
し、
A
SEA

N
内の
「
中国
脅威
論」
が
全
体的に
弱ま
りつつ
あるこ
とが
挙

げ
られよ
う。

以上の
よ
うな
中国のA
SEAN
に
対する
積
極外交の
姿
勢

を
象
徴する
出来事と
して、
二
OO
O
年一
一
月、
シン
ガポ
ー

ル
に
お
け
る
中
国H
A
S
E
A
N
首
脳
会
議に
おい
て、
朱
錯
基

首
相(
当時)
がA
SEAN
との
貿易投
資関係を
強
化するこ

と
を
強
調し
た。
そ
れ
に
と
も
ない
中
国は、
中
国H
A
S
E
A
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N
協
力
基
金
に

ル
の
増
資
を
行
う
と
と
も
に 、
今
後 、
多

盤
欝
の
枠
組
み
に
よ
っ
て 、
帯
シ
ナ
海
問
題
等
の
致
治
分
野
で
の
協

力
強
先
や 、
メ
コ
ン
前向
誌
域
額開
発
や
ア
ジ
ア
縦
断
鉄
濃
の
建
設
を
進

〈柏崎V

め
てい
く
とい
う
方
針を
打ち
指し
た。
き
らに、
ニ
0
0ニ
年一

一
月
の
や
欝
共
産
党
第一
六
回
全
盟
大
会
の
江
訳
民
総
欝
記
に
よ
る

活
動
報
脅
に
は
「
務
調
と
の
替
隣
関
係
や
パ
ー
ト
ナ
i
シ
ッ
プ
を
嬢

視
す
る〕
(
与
欝
為
盤 、
以
毅
為
伴)
と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ

る
と
と
も
に 、
周
辺
外
交
の
促
進
を
は
か
る
た
め
に
善
韓
友
野
外
受

や
地
境
協
力
を
強一
倍
し
て
い
く
こ
と
が
譲
り
込
ま
れ
泊 。

t=J 

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体」
講
懇
を
め
ぐ
る
最
近
の
構
勢

「
東
ア
ジ
ア・
サ
ミ
ッ
ト」

川

ア
ジ
ア
共
同
体」
機
想
と

の
開
龍

近
年 、
そ
の
実
体
に
つ
い
て
は
未
だ
模
索
段
階
に
あ
る
も
の
の 、

A
S
立
A
N
十
3
の

枠制臨
み
を
言
わ
ば
務
上
げ
す
る
か
た
ち
で
辺

ア
ジ
ア
共
語
体」
を
形
成
す
る
&
い
う
構
想
が
浮
上
し
つ
つ
あ
る c

そ
れ
と
問
時
に 、
持
来
の
同
共
同
体
の
協
畿
の
場
と
な
り

得
る
「
東

ア
ジ
ア・
サ
ミ
ッ
ト」

が
具
体
伯
し
つ
つ
あ
る 。
「
東
ア
ジ
ア
共
同

体」
構
想
の
誕
生
の
き
っ
か
け
は 、
韓
国
の
金
大
中
大
統
領
が一
九

九
八
年一一一
月
の
A
S
E
A
N
+
3
の
場
に
お
い
て 、
…鑓
広
い
地
械

協
力
促
進
の
た
め
の
官
民
合
時
の
有
識
者
か
ら
成
る
章
晃
交
換
令
問

的
と
す
る
「
東
ア
ジ
ア・
ヴ
ィ
ジ
滋
ン
・

グ
ル
ー

プ」
〈
E
A
V

G一
何回2
・EE
ぐま
き
の
8

4)
の

描提
案
し
た
こ
と
に
趨

ム
戸輸出〉

bM
闘
で間関
謹
す
る
こ
と
に
名
華
り
を
上
げ
た 。
し
か
し
な
が
ら 、
マ

レ
ー
シ
ア
が
ニ
9
0
五
年
の
A
S
E
A
N
の
議
長
留
に
就
任
す
る
と

と
や
最
初
の
A
5
5
A
N
+
3
の
開
催
国
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に 、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
で
実
諾
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て 、
A
S
E

A
N
諾
閣
の
支
持
を
藍
く

集
め
た 。
こ
の
た
め
最
撚
揺
に
第一
一回

「
東
ア
ジ
ア・
サ
ミ
ッ
ト」
は 、
ニ
む
C
五
年一…一
足
に
マ
レ
i
シ

ア
で
関
撞
さ
れ
る
こ
と
で
滞
ち
着
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る 。
中

間
は 、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
多
額
関
協
カ
に
お
け
る
主
体

的
投
割
を
保
持
し
た
い
と
い
う
A
S
日
A
N
の
意
向向
を
鍾
先
し
て一

歩
譲
る
か
た
ち
受
取っ
た
と
も
蓄
え
る α

州出
「
東
ア
ジ
ア
共
同同
体」
儲構
想
に
対
す
る
中
国
の
姿
勢

臣
下
の
と
こ
ろ 、
中
国
は
円
東
ア
ジ
ア
共
間
体」
構
強
に
対
し
て

〈抽出V

全
面
的
支
持
の
姿
勢
を一
示
し
て
い
る。

こ
れ
に
関
し
て、

ご
O
O
五

年一
月 、
中
国
の
支
毅
駐
日
大
値
は
「(
東
ア
ジ
ア
地
域
で
は〉
A

S
E
A
N
+
日
中
韓
の
議
獲
が
最
も
醸
立
ち 、
東
ア
ジ
ア
協
力
の
主

饗
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
な
っ
て
い
る c
さ
き
に
う
オ
ス
で
間関
獲
さ
れ
た
A

S
nC
A
N
ST
3

欝
脳
会
談
で 、
各
薦
は
東
ア
ジ
ア
共
同
体
を
設
立
す

る
こ
と
で一
致
し
て 、
一一
O
O
五
年
に
第一
一回
州
中東
ア
ジ
ア事
サ

ミ
ッ
ト』
を
関
謹
ず
る
こ
と
に
鰍疎
開
し
た
が 、
こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
協

力
が
全
国
的
提
遣
と
い
う
新
た
な
段
階
に
入
り 、
東
ア
ジ
ア
及
び
世

界
経
済
の
枠
組
み
に
諜
逮
な
彰
響
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
味
し
て
い

る〕
批

述
べ
て 、
「
東
ア
ジ
ア・
?と
ツ

の
開
催
に
顛
待
を
湊

ま
せ
た c

る 。
ニ

一
O
月 、
友
A
V
G
は
第
五
回
A
S
E
A
N
÷
3

に
お
い

報
告
書

辺康
ア
ジ
ア
共
間
体22311i
平
和 、
繁
栄 、
進
歩

の
地
域に
向
け
て同
(
割問晶、砕
き
~宮崎
、徐公認
の町議選
S
寄り
ぬ必帆qw叫

叫
忠
実お
句、色合
主々

襲、

学也喝さ)
を
提
出
し
た α
こ
の
な
か
で
政

治 、
経
済 、
社
会 、
文
布 、
環
境
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
に
お
け
る

地
域
協
力
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に 、

中東
ア
ジ
ア
共
湾
体}
を
創

設
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
致
葉
謙一
賞
受
行
っ
た 。

さ
ら
に 、
ニ
0
0
0
年一
一
舟
に
は
E
A
V
G
撒
蝶
の
評
穣
を
霊

的
'と
す
る
訣
寝泊
レ
ヴ
ェ
ル
の
「
東
ア
ジ
ア震
ス
タ
デ
ィ
1・

グ
ル
ー

プい
(
E
A
S
G
一
回w
m諮問
〉明
広
∞
g
身
。mc
c匂〉

を
設
置
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
た c
一一
む
G…
年一二
月 、
第一
間
E
A
S
G
会
合
が
開
憾

さ
れ
て 、
畿
終
的
に
は
ニ
C
O
ニ
年一
…
月
の
第
六
回口
A
S
判HM
A
N

iT
3
の
場
に
お
い
て
政
策
提
言
が
報
議
さ
れ
た 。
同
提
蓄
に
は
東
ア

ジ
ア
の
地
域
協
力
と
し
て
今
後
進
め
る
べ
き
短
期
及
び
中
長
期
的
な

二
六
項
聞
に
わ
た
る
其
体
的
措
鵬燃
や
「
東
ア
ジ
ア・
サ
ミ
ッ
ト」
の

実
現
等
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る α
具
体
的
に
は 、
今
後
A
S
R
A

N
i?
3

首
脳
会
畿
の
枠
組
み
を
基
礎
と
し
て
{
東
ア
ジ
ア・
サ
ミ
ッ

ト」
へ
進
化
さ
せ
て
い
く
べ
き
こ
と
や 、
問
サ
ミ
ッ
ト

期間壌
に
向
け

て
A
S
E
A
N
-T
3

参
加
国
が一
丸
と
な
っ
て
定
期
的
な
多
器
開
準

構
会
合
を
狂
う
べ
き
こ
と
等
が
撞
り

込
ま
れ
た 。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
受
け
て 、
一一
0
0
関口
年
夏
頃
よ
り
中
国
は
第

一
回

型原
ア
ジ
ア・
サ
ミ
ッ
ト〕
の
実
現
に
向
け
て 、
A
S
E
A
N

ZT
3
結
成
か
ら一
O
隠周
年
に
あ
た
る
こ
O
C
六
年
に
掲
サ
ミ
ッ
ト
を

258 

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体」
の
参
加
議
成
国
に
欝
し

王
毅

は
す
で
に
こ
0
0
四
年
嬬明
か
ら
刊
東
ア
ジ
ア
共
再
体」
の
全
体
像
が

未
だ
紺明
ら
か
で
は
な
い
と
い
う
前
提
を
綿織
さ
つ
つ
も 、
「
ア
メ
リ
カ

が
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
議
裂
な
朝
基
と

影
響
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

そ
臨
め
た
上
で 、
関
か
れ
た
地
域
主
義
に
期
り 、
ア
メ
リ
カ
等
の
塘

外
国
家
を
排
斥
す
る
こ
と
な
く 、
こ
れ
ら
の
躍
と
の
対
話
と
協
調
を

強
也
す
る
必
要
が
あ
る」
と
い
う
姿
勢
後
見
せ
て
い
る c
中
閣
は
あ

く
ま
で
も
「
東
ア
ジ
ア
共
障
体〕
が
「
聞
か
れ
た
地
域
主
議〕
に
基

づ
い
て
静
戒
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て 、
ア
メ
リ
カ
を
始
め
と
す
る
特

定
の
韓
外
器
を
誹
詮
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る 。

ま
た、

中
富
に
は
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体」

に
お
け
る
多
国
閤
協
議

後
溜
じ
て 、
二
麗
韓
関
保
の
改
善
を
も
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

見
方
も
あ
る 。
岡山内
難
問問
中
富
外
交
学
腕
投
嵐
長・
全
冨
致
協
外
事
提

員
会
劃
主
託
は 、
問問
い
戦
火
を
か〈
え
た
醍
史
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
と
ド

イ
ツ
が
第
二
次
世
界
大
戦
後 、
欽
州
石
炭
鉄
欝
共
同
体
〈
E
C
S

C)

を
始
め
と
す
る
多
国
間
枠
組
み
に
お
い
て、

仏
強
ニ
閏
間
の
問問

題
解
決
を
は
か
る
と
と
も
に
外
交
関
揺
を
設
蓄
し
て
き
た
と
い
う
歴

史
を
引
合
い
に
出
し
て 、
設
中
間関
探
も
ま
た
吋
議
ア
ジ
ア
共
同
体」

を
議
じ
て
二
国
聞
の
難
題
を
懇
訣
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
封 。

蒋
来
中
国
が
「
東
ア
ジ
ア
共
霞
体」
会
ど
の
よ
う
に
誕
え
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
の
か
を
知
る
手
耕
か
り
と
し
て 、
中
国
社
会
科
学
説

日
本
研
究
所
研
究
員
む
漏
昭
棄
の
刊
樹氏
ア
ジ
ア
共
間
体」
に
闘
す
る

論
説
が
有
用
で
あ
総 c
そ
れ
に
よ
れ
ば
二
こ

の
安
全
保
障

25<rー「中園のASEAN外交と差益慰問主義の実像



問題』
に
対し、
日
本等が
米国との二
国
間同
盟
関係の
限
界を

認
識して、
そこ
か
ら二
国
聞の
軍事同
謹に
過
度に
依存せ
ず、

東アジ
ア
各固と
共同で、
第一一一
者を
標的と
しない
非軍事同
捜

的な
多国
聞の
安全
保
障体制等を
確立で
きるか
否か。
こ
うし

た
問題は、
東アジ
ア
各国が
安全
保
輝面で
東アジ
ア
共同
体を

構築する
誠
意が
あるか
を
検
証する
試金
石で
ある」
と
して、

中園が
「
標的」
と
もな
り
得る
日
米安
保を
始めと
する二
国
間

安全
保
障同壌に
対して
牽
制を
行っ
てい
る。
さ
らに
「
朝鮮の

核
問題を
讃
極的に
解決するこ
と
が、
北
東アジ
ア
地
域の
集団

安全
保
障メカニ
ズム
の
構築に
向けて
の
重
要な
潰習と
なる
可

'能
性が
ある。
関係各
国は
朝鮮の
核
問閣を
解決する
過
程で、

六
者
会
談が
徐々
に
定
期
也に
向か
うよ
う
努
力して、
『A
SE

AN
地
域フォ
ー
ラム
(AR
F)
+
六
者会
談』
を
将来の
東ア

ジ
ア
安
全
保
障
共
同
体の
重
要な
基
盤と
すべ
き
で
ある」
と
し

て、
「
東アジ
ア
共同
体」
が、
A
R
F
と
六
者
協
議の
枠組みを

基
擢と
して
さ
らに
発展して
「
東アジ
ア
安全
保
障共同
体」
を

形
成してい
くべ
きで
ある
と
論じてい
る。

むすびにかえて

本稿で
は
アジ
ア
太
平洋
地
域に
お
ける
中国の
多閏
間主
義外

交の
実
像を
明らかに
すべ
く、
冷
戦期及びポス
ト
冷
戦期の
中

国の
対A
SE
AN
外交に
焦
点を
当て
て
分
析して
きた。
冷戦

ク
形
成は
現
実的に
は
不
可
能
と
言え
る。
こ
の
こ
と
は
中
国に

とっ
て
もまた
自明の
理で
ある。
そ
れで
もなお、
冷
戦期及び

ポス
ト
冷
戦期を
通じて
中
国がASE
AN
に
接
近して
きた
背

後に
は
アメ
リカに
対する
牽
制とい
う政
治的意
味合い
が
常に

含ま
れてい
た
とい
う
状視に
鑑みれば、
中国が
「
東アジ
ア
共

同
体」
の
形成を
通じて
ア
メ
リカ
の
単
独
覇
権主
義を
牽
制しよ

うと
してい
る
ので
は
ない
か
と
推量するこ
とがで
きる。
最近

特に
ア
メ
リカは
テロ
対
策に
奔走して
お
り、
と
りわ
け
経済
面

に
お
けるA
SE
AN
に
対する
戦略的な
関心が
減
少しつつ
あ

るこ
と
が
指
摘さ
れてい
る。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下で、
中
国は

「
東アジ
ア
共同
体」
の
構築の
過
程に
おい
て
A
SE
A
N
を
自

国の
政
治的
基
盤として
取り込も
うと
してい
る
ので
は
ない
だ

ろ
うか。

さ
らに一言え
ば、
中国は
「
東アジ
ア
共同
体」
とい
う
多国
間

協
議を
通じて
日
本とのニ
国
間
関係の
改
善を
図っ
てい
くべ
き

で
ある
と一示
唆してい
るが、
そ
れと
同
時に、
中国が
同
協
議の

場に
おい
て、
他の
アジ
ア
諸国とと
もに
日
本に
対する
外交
攻

勢を
掛けよ
うと
してい
る
可
能
性が
完全に
無い
とは
言い
切れ

ない。
無
論
仮定の
話で
は
ある
が、
ASE
AN+
3
が
原型と

なる
「
東アジ
ア
共同
体」
とい
う
枠組み
内で
は、
中国が
「歴

史
問題」
をめぐっ
て
日
本に
対抗すべ
く、
韓国とA
SE
AN

諸国との
聞で
連
携するこ
と
がで
きるロ
中
国側に
はこ
のよ
う

な
読
み
も
あ
る
の
で
は
ない
だ
ろ
う
か。
こ
のこ
と
は、
中
国が

期か
らポス
ト
冷
戦期に
至るまで
中国は、

国
間
関係の
強
化

を
皮切りに
して
徐々
に
A
SEAN
諸国へ
の
接近をはか
り、

やがて
は
ARF
に
見られる
よ
うな
地
域的
枠組みへ
の
参
画を

通じて
A
SEAN
との
友好
関係の
撲築に
壌極的に
取り
組む

よ
うに
なっ
た。
だ
が、
こ
うした
中国の
取り
組みは、
本稿冒

頭に
述べ
た
議成主
義者が
指
摘する
よ
うに、
中国が
多国
間主

義の
理
念
を
受
容し
たと
と
を
必
ずし
も
意
味
す
る
わ
けで
は
な

い。
む
し
ろ、
中
国の
多国
間協
議へ
の
参入の
背
後に
は、
そ
の

時々
の
国
際
関
係の
変佑に
応じた
戦略的理
由や、
自国の
国益

追
求といっ
た
極めて
現
実主
義的な
政
治的
議
図が
あっ
た
ので

ある。
換言すれば、
中国は
多国
間主
義の
理
念その
ものに
賛

同して
多国
間協調を
進めて
きたと
言うよ
りは、
むし
ろ
多国

間
協
議の
場を
活用するこ
とに
よっ
て
自国の
利益を
追
求して

きたとい
うのが
実
像なので
ある。
わ
れわ
れはと
の
点につい

て
十分に
銘記すべ
きで
ある。

以上を
踏まえて、
未だ
見ぬ
「
東アジ
ア
共同
体」
購想に
関

して一言え
ば、
中国は
同講想の
実現に
向けて、
前
述の
王
毅が

主
張してい
る
通り、
純粋に
「
聞か
れた
地
域主
畿」
を
追
及し

よ
うと
してい
る
とい
う点につい
て
は
依然と
して
若干の
疑問

の
余地が
残る。
も
ちろん、実際のとこ
ろ一
九
九0
年
代
初頭

に、
マ
レ
iシ
アのマハ
ティ
1ル
首
相(当時)
が
提案した
E

AEC
(
東アジ
ア
経済協
鱗体)
構憩の
失敗の
教
訓が
示すよ

うに、
アメ
リカ
を
完全に
排除した
形で
の
東アジ
アのブロ
ツ
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「
東ア
ジ
ア
共
同
体」
構
築の
た
め
の
条
件と
し
て
「
日
本
が
中

園、
韓国やアジ
ア
諸国と
の
闘で
「歴
史に
お
ける
和解』
の
実

現の
た
め
の
不
断の
努力を
堅
持して、
『
歴
史に
お
ける
和
解』

を
実現する
過
程で、
一
部の
民
衆の
聞に
出
現してい
る
益々
強

まる
民族対立
の
回避に
留意するこ
とがで
きるか
否か
とい
う

こ
とが
含ま
れ剖」
と
述べ
てい
るこ
とに
も
垣
間見るこ
とがで

量百
マ@。最近

中
国は
「
東アジ
ア
共同
体」
議築に
向けて
自らが
多国

間主
義
外
交を
推
進してい
るこ
とについ
て、
国際社会に
対す

る
喧伝を
盛ん
に
行っ
てい
るc
例え
ば、
中国国
営系の
雑誌で

は
次の
よ
うに
論じ
ら
れ泊。
「アジ
ア
太
平洋
地
域化プロ
セ
ス

が
飛醒的に
進
展して、
A
SE
AN+
l
(
中国)
やA
SE
A

N+
3が
成
功を
収め、
東アジ
ア・
サ
ミッ
トの
準
備も
進め
ら

れてい
る。
中国が
現
在の
好
機をと
らえ、
善欝
外交を
積
極的

に
推
進して、
周辺の
全て
の
国々
と
経済、
貿易、
安全
保
障の

緊密な
協
力
関
揮を
確立して、
周辺
地
域を
中華民族の
飛
癒を

実現する
ため
の
戦略的
拠
点と
すべ
きで
ある勺
さ
らに、
「
中

国は
物質レ
ヴェ
ル
で
の
『ハ
1
ド-
パ
ワ
1』
を
発
展させ
る
と

同
時に、
非
物質レ
ヴェ
ル
の
『ソフ
ト・
パ
ワ
1』
の
発
展を
よ

り重
視しなければ
な
らない。
こ
のこ
とに
は、
社会主
義民主

制
度の
整
備及び
中国の
国
情に
合
致した
発展の
道が
含ま
れ、

さ
らに
『
厚
徳
載
物」
(
厚い
植に
よっ
て
他に
恩
恵
を
及ぼ
す)

とい
う
善鱗
外交の
原則を
確固不
抜に
糞徹して、
建設
的かっ
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責任
ある
態
度で
国際
経済&
政
治
秩序の
調
擦に
参画して、
国

態的
危
機の
解決を
支
援するこ
と
などが
含ま
れる」
と
して、

中国が
善隣友好外交に
基づい
て
多国
間主
義を
重視するとと

もに、
「ソ
フ
ト・
パ
ワ
1」
を
全
面
的に
打
ち
出し
た
魅
力
ある

国
家となるこ
とが
強
調さ
れてい
る。

今後、
以上に
挙げたよ
うな
中国の
多国
間主
義をめぐ
る
喧

伝工
作は
当面続くで
あろ
うし、
そ
れに
と
もなっ
て
中国に
対

する
国際的な
評価も
高まっ
てい
くで
あろ
う。
だ
が、
わ
れわ

れ
は
本
稿で
論じて
き
た
よ
うな
側
面に
も
留
意しつつ、
「
東ア

ジ
ア
共
同
体」
構想
を
め
ぐ
る
中
国の
多
国
主
義の
本
質を
見
極

z
め、
その
畿向を
常に
注
視してい
くべ
きで
ある。

注〈l〉
協調的安全保障とは、
必ずしも特定ではない安全保障

上の脅威が潜在する国際関係において、
潜在的敵性国を含

む多国間の協調によって安定をはかるという概念である。

特に、
武力紛争の未然防止や非軍事的な問題解決を目指し

て、
多国間協議による信頼欝成や軍事力の透明性等を進め

ていくことを重視する。
協調的安全保障の枠組みの代表的

なものとして、
ヨiロツパにおける欧州安全保障協力機構

(OSCE)
が挙げられる。
アジア太平洋地域においては

冷
戦
後、
A
SEAN地域フォ
ー

ラム(ARF)
の発展が
見

られる。
洋の
地
域
秩
序』
東
京
大
学
出
版
会、

0
0一
年。
佐
藤
考

「ASEAN諸国の対中認

識il『中国脅威論』
の虚と

実」
『
国
際
政
治』
日
本
国
際
政
治
学
会、
第一
二ハ
号、
一
九
九

七年一
O月。

〈6〉
毛里和子の以下に挙げるニ論文を参照。「中固とAS

EAN」
阿部達味纏『ASEANをめぐる国際関係』
日本

国
際問題
研究所、
一
九七七年、七九
頁ロ「
中
固とASEA

N

iip猪疑から協力へ」
阿部達味編「ASEANのニO年

iiその持続と発展』
日本国際問題研究所、
一
九八七年、

一
四三
頁。

〈7〉
冷戦期における中国の東南アジア諸国への共産主義化

を問的として行った外交攻勢に関して詳述した文献として

以下を参照 。冨自富田のRS3
ghaぬ言、旬。ミトsa
hkhpHF

PEロミ，F3をぬmhhE争犬、耳、山内詩句。訟qpH司民主3w

回凶]
岳国OBH
』Gra
z
o-M
Ea
C
Esaq
HV同gp
吉国一
り
同

国
叶対的四円
mEv
h』史認h
SAh室町』SRAHR見送QH
山vthw
Foロ品。ロ

ペぐ持訟

F
呂田『岡山口回
国08σ
司三-
T円四3
33・

〈8〉
佐藤考一
「『中国脅威論』
ilアジア太平洋地域にお

けるその類型と特徴」『アジ研ワlルr-
トレンド』
第一

八
号、
一
九九
六
年一
二
月。
佐藤の
分類に
よ
れば、
AS
EA

Nにおける「中国脅威論」
は主に以下に挙げる四つの要因

から形成されていると考えられている。
すなわち、
①中国

がASEAN
各国の共
産勢力を
支
援し
た
歴史
的要
因、②
中

国の
南シ
ナ
海
進
出や
軍
備
近
代
化
を
進
め
て
い
る
軍
事
的
要
因、

③ASEAN
各
国に
存在
する
中国
系住
民の経済力や
中
固と

〈2〉
k
sB島問
者g
phRRh
a
su
弐な
さgssh
NN
忌
S
F

。回目rユ与問向日の
民国ゲユ円四由一nCES回目qp自∞曲w同唱唱市山山
〉回目穴g♂

λuzp民間同ロ円mg即位。己目】∞O門山田町民巳OR
Hげm
moro『同Em
BmRTUロ乱

。同四位ロFN斡岱OロMws
chrιvミ
CRud
町高ぬWHR
∞lp
NCCY
〉』国間同
忠岡
阿巴ロ

』0ygHOF
40門戸長自民
S
S
F神宮口田氏。ロ巴
FEE巳ogH
Hげ白

〉
白
〉Z
若々
自仏HEmS
邑gm-
F-
邑02
己g
叶可~
ρ』o
g

HrsrRq
E仏
VB各国巳
富田町時BEロp
t
Lミ
3
注目認叉河内守$2

H剖Eq
skh』
?谷芯

1』ぜ古nu
Z問看
JRO同庁
。。-zBσ片岡
casaq

司『mmmvN
OO凶寮

〈3〉
アジ
ア
太
平洋安全
保
簿協力会議(C
SCAP一

。ロロロ島町O円ω白n
ZHwqncc官同邑
8
5神宮品
〉町宮司田町民n)
を
指す。

CSCAPは…
九九六年六月に発足した実務経験者及び専

門家から成る、
アジア太平洋地域における信頼鱗成と安全

保障の在り方を検討するためのトラックHの多国間対話枠

組みである。
CSCAPの活動の経線については、
星野俊

也「アジア太平洋地域の安全保障の展開
!iARFとCS

CAPを
中
心として」『国
際問題』
第四九四号 、
日
本国際

問題研究所、
二OO一
一年を参照。

〈4〉
』OYEZ♂
念-RF
弔-HMMiHお・

〈5〉
冷戦期及びポスト冷戦期の中国とASEANの外交政

治
間関係
史に
関して
は
以下の
文獄を
参照。
〉』』nm
u・回目w
dEE

E品
〉凶一円
〉Z日
間同
E一丘四回民ロ四
回何回-
EC口町
民10
;NHM守のggq
〉
EV

AKS
F
Eq
gF
会場
Z0・
hF

』巳〕LOOM-
黒
柳
米
司
「
中
国H
A
S

E
A
N
関
係のパ
ラ
ドッ
クス
||期待と
警戒のは
ざ
まで」
田

中
恭
子
綴『
現代
中
国の構
造
変

動ll国際関
係υ
アジア太平
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の繋がりに起因する政治的要因、
④改革開放政策で成功し

て膨張し続ける中国経済という経済的要因。

〈9〉
今
川
瑛一{
米国H
ASEAN諸国
関
係のニO年」
岡

部達味線『ASEANのこO

守ーその持続と発燦』
日本

国
際
問題研究所、
一
九八七
年、
一
一
九
頁。
ま
た、
アメ
リカ

のA
SEA
Nに
対する
経済的
支援につい
ては、』oEM

FSFゃ3US32な
UV532~呂町
U13事言註口高品、

向。宮町
営hh
hhp
z
g
伊
丹
のo
sn--
S
F
E開ロ

E住OB
P
R

E
まも噌・
弓lN∞
を
参照。

〈叩)
今
川川、
前
掲論文、
二
二
i一一一一一一
頁。

〈日〉
東南アジア平和・自由・中立地帯(ZOPFAN)官一

4一一一国なN050片岡》mRmu
pn邑ロ自
由出品
ZE可島Q
U
邑田EB
B-
ER

R

穴EEFC
HH4
5HYmM叶仔口町zgm
HHHr2
3
己・
同
宣言におい

ては「東南アジアを域外諸国による如何なる形態あるいは

方法による干渉からも自由な平和、
自由、
中立の地域とし

て承寵され、
尊重されるべく第一
に必要な努力を傾けるこ

と
を
決
意した」こと等
が
宣言された 。

〈臼〉
毛皇、
前掲論文「中国とASEAN
!it猪疑から協力

へ」
一
四
四
頁ロ

〈
日〉
回PA3・門
戸w
弔・匹以iEF

〈
日〉
冷
戦
後、
中
国
が
多
国
間
協
調に
参
入
す
る
基
畿
は
す
で
に}

九七
0年
代に
次
第に形成されフつあっ
たという
見
方もあ

る。
こ
れにつ
い
て
は
肘〈百
戸
冨丘
島0m
g品
叶mq-DH
E・明日ぐ伺r

dzEW
2
2
5-
8
33
?

?苦言
Z
3srm
S
35
E

〈巴i-
少NOB
を
参照。
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〈日〉
現在ARF加議園はASEAN一
0か国(ブルネイ、

イン
ドネシア、
マレーシア、
タイ、
フィリピン、
シンガ

ポール、
ヴェ
トナム、
ラオス、
ミャンマー、
カンボジア)、

日本、
アメリカ、
カナダ、
豪州、
ニュ
ージーランド、
総

園、
北朝鮮、
中国、
ロシア、
パプアニュ
ーギニア、
イン

ド、
モンゴル、
パ
キスタンの二一ニか国及び欧州連合(E

U)
から成る。

〈日〉
『中国外交概覧一
九九四』
世界知識出版社、
一
九九四

年、
五七一
頁。

〈げ〉
回目u
A下町F
3ふ
包lS∞・

〈日〉
これに欝しては毛里、
前掲論文「中国とASEAN

-i猪疑から協力へ」
一
四四頁参照。

〈叩〉
南シナ海には南沙群島、
西沙群島、
東沙群島、
中沙群

島が存在している。
南シナ海海域は海上輸送路の要衝であ

り、
豊富な漁業資源に恵まれており、
また一
部の海域では

海底鉱物資源の埋蔵が見込まれている。
このため南沙群島

については、
中園、
台湾、
ヴェ
トナム、
フィリピン、
マ

レーシア、
ブルネイが領有権を主張している。
西沙群島に

ついては、
中園、
台湾、
ヴェ
トナムが、
また東沙群島及び

中沙群島については、
中国と台湾がそれぞれ領有権を主張

している。
冷戦期、
このほかに、
中国とヴェ
トナムの聞に

は、
一
九七一
年一
月に西沙群島、
さらに一
九八八年三月に

南沙群島で武力衝突が発生した。

〈
mv
CR巳門出
切伺間
共
同曲目同

〉S
gn-
P目
60
5骨巳ロ自由ロベ
ch

の
Z回世~同諸号
ヨ
5.
sミhR君
主
40FN0・
Z0・
kfω-uH吉岡頃日申
ま
も・HMH・

hh芯語
句民、坦AV、
〈o--u∞"
HAD-MW
V向EWH
3∞
も・
お∞・
な
お、
A
S
E
A

N方式の多国間協議のメカニズムの特徴については以下を

参照。
黒柳米司『ASEAN5五年の軌跡
iiiu〉白山一
〉HL

耳目ヲ
の効用と限界』
有倍高文社、
ニOO一一一年。
佐藤考一

『ASEANレジーム
iiiASEANにおける会議外交の

発展と課題』
勤草書房、一一00…一一年。

〈訂〉
一
九七六年ニ月、
第一
回ASEAN首脳会談の際に採

択されたASEAN設立の際の基本文書。
全ての国家の独

立、
主権、
平和、
領土保全及び国家的アイデンティティの

相互尊重や 、相互内政不干渉等を盛り込む 。ASEANに

新加盟する国は常にTACに加入してきたが、
域外国に対

しても開放されている。
ニOO一二年には中国が新規加盟を

果たした。

〈出〉
』
52の-
F
E凹\行E足m
o
g包10昨nnBD
E
UF10
24

同町
凶』』明
日un
R
S
のo
官
邑
岳
冨ロロo
官
官
C-∞・

MM05
へ
与公司

hRBqぐD戸
出wzcahrHdロnw同喧喧同w回以・
司M-

〈印〉
問。。
亡、円や
る
おr

HJE自旨可
FSF
4』混同V
Eu.mHN白戸邑32

明広噌
呈昏
笹田〉切
開〉Z
HN40
E
F
EBW3
』白色弘吉
込
言
ぎをh

凶サiu喝NDO凶w唱-1h宇凶・

〈叩〉
南シナ海をめぐる領有権問題については以下の論文を

参照。
佐藤考
二地域紛争とASEANの機能

jee--上潟シナ

海をめぐる協調と対立」
山影進編『転換期のASEAN

-ー新たな課題への挑戦』
日本国際問題研究所、
。。

年。
〈幻〉
佐藤考
「中国とASEAN諸園」
高木誠一
郎編『脱

〈引〉
「銭其孫就亜太形勢闇述我観点和立場」
『人民日報』

九九七年七月二八日。

〈出〉
段珪志「警傷日美安保再調整」『際望新関周刊』
第六

期、
新華通信社、
二OO五年一一月七日、
五ザ
頁。

〈幻〉
渡遺昭夫「アジアをめぐる日本と中国の外交ゲーム」

「中央公論』
第一一
九i三号、
中央公論社、
コ00四年、

四四i四七頁。

〈国〉
中国の「新安全保障綾」
についての分析は、
高原明生

ヲ中国の多角外

交iii新安全保障観の唱道と周辺外交の新

展開」「国際間購』
第五ニ七号 、
日本国際問題研究所、ニ

OO四年。
浅野亮「中国の安全保障政策に内在する論理と

変
化」「国際問題』
第五一
四号、
日本国際問題研究所、
二

OOコ一年を参照。
また、
「平和的台頭」
論は、
ニOO一一一年

一一
月、
ボアオ・
アジアフォーラムにおいて鄭必堅・
中国

改革論壇理事長が提唱したもので「中国の経済発展のため

に諸外国との協調は不可欠であり、
責缶ある大固として国

際問題の解決に尽力する 。しかしながら 、
中国の台頭は国

擦秩序の脅威にはならない」
といった内容を含む。
なお岡

論の詳細については、
中共中央党校国際戦略研究所鱒『中

国和平堀起新道路』
中共中央党校出版社、一一OO四年を参

照。
〈出〉
「亜州国家態盤大対話与合作」『人民日報』一
九九六年

七月一…五日c

〈
出〉
河口問問自
民可
司CC♂Rの
ZE
z
pn
〉印刷
〉包
同四四時ロロ巴
】10
2BH

。
同開

留品目-pu回国同
可同口門町臼田町印
gι
U052Bn
vp仏g
o同
吋ro居
間四ZV
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冷戦期の中国外交とアジア・
太平洋』
日本国際問顕研究

所、
二OOO年、
二五O頁。

〈沼〉
司cop屯・礼子苛e
ar
-
5
2
7E
9町Fヲ
ョ・
さらに

言えば 、
何SBは中国の南シナ海の領土問題をめぐる譲歩

には、
ARFにおいて中園の台湾に対する立場を認めても

らうための意閲が含まれていたと指摘する。

〈回〉
添谷芳秀「ASEAN地域フォーラムと中国」
高木誠

…
郎議『脱冷戦期の中国外交とアジア・
太平洋』
日本国際

間議研究所、こ000年、
六一
頁ロ

〈Mv

bm空見守君、包話連~bqsS喜』REHU
U私lNSN場

』
品質賃〉∞何
〉zm冊22REF-F
2・

〈泊〉
佐藤考一
「ASEANを中心とした広域安全保際協力

と日本」山影進緩『東アジア地域主義と日本外交』
日本
国

際問題研究所、
ニOO一一一年、五一1五四頁。

〈お〉
「朱鋸基出席第四次中図司
東蝦領導入会曙」『人民日

報』一一000年年一一
月一一六日。

〈幻〉
「中国共産党第一
六次全国代表大会在京開幕」『人民日

報』
ニOO二年一一
月九日。

〈羽〉
「『来年マレーシア』
浮上

!i業アジアサミット開催へ

駆け引き」『朝日新聞』
ニOO四年六月三O日。

〈却〉
中国と「東アジア共同体」
構想に
関しては、
天児懇

「新国際秩序構想と東アジア共同体論
iit中国の視点と日

本の役割」『国際問題』
第五五八号、
日本国際間繕研究

所、
二OO五年を参照。

〈却〉
「中日面臨一一一大機偶与三大挑戦」『環球時報』
二OO五
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主
毅
円
余
漆
色
濃
程
中
的
亜
細洲
区
域
合
作」
「
人
民
日
報h

o
o
m同
年
間
月一一一
G
ED

〈
担〉

E州
連
箆
談
・中
一国
務
安
会
観」
3T
月
談』
鱗…
笈
刻、
一一
C
G

五
年
八
豆二一一一
日、
及
び
間決
建
民
「
莫
内
構
想
与
中
5
友
好}
明
人

民
日
報』
一一
O
O
T瓜
血小
六
月
十
六
閥
均
匂
判
中
国
内
外
動
向同
第

九一二
ニ
脇信〉。

〈
円切〉
潟
臨
蜜
「『
東
謹
共
肉

体ji古賀
過
十
道
枚
見」
叫
世
界
知
識」

第一
O
期、
地一
5
0
四
年
(『
旬
刊
中
閣
内
外
務
向』
第
八
九
五

号)、
及
び
吋
東
軍
経
会
与
区
域
援
会
的
深
佑」
『
現
代
悶
際
関
係い

第
法
湖、
中
園
現
代
寝
際
関関
係
研
究
説、
二
O
O
蕊
年
を
参
照。

〈
M判〉
潟、
諮
掲
論
文、
七
一長。

〈
必〉
林
利
員
~
中
間
!ize一
第
時
代
大
外
交」
「
瞭
望
新
題
賂
刊い

第ニ
四
期、
新
惑
通
信
社、
二
G
O
五
年
六
月一

ザ
一
!

ぬ
旬
羽山
中
罷
内
外
動
向同
第
九
二
九
号〉。

〔
付
記〕
本
稿
は
あ
く
ま
で
も
筆
者
類
人
の
見
解
に
よ
る
も
の
で
あ

り、
緩
者
の
所
議
機
時慌
の
晃
解
会
代
表
す
る
も
の
で
は
ない
こ
と
そ

予
め
御
了
承
額い
た
い。




